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石ころから革新的材料を生み出す：
鉄系超電導、透明半導体IGZO（イグゾー）、

アンモニア合成触媒

3つの夢

 アモルファスシリコンを凌ぐ半導体

 銅酸化物を凌ぐ新超電導物質

 常圧で働く高性能アンモニア合成触媒

目標：材料のブレークスルーを社会に

資料４
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酸化物半導体の提案

（１９９５）

透明トランジスタの試作

（２００３,）

鉄は超電導にならないという

常識を覆す（２００８）

研究成果のハイライト：

ガラスから高性能透明トランジスタ

セメントから透明金属

鉄系高温超電導体の発見

IGZO搭載ディスプレイの実用化
(2012-13)

(2003)

科学技術政策「元素戦略」へ発展

トムソン・ロイター引用栄誉賞(2013)

これまでの成果：10年間のJSTの支援
(ガラス、セメント、鉄から新材料）

イメージを
刷新する材料
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超電導：省エネルギー社会へのキー技術

超電導機器に必要な磁場強度と
線材に要求される臨界電流密度(Jc)特性

磁場中高Jc化

一般直流機器

戦略物質で高価な
液体ヘリウムから
安価な液体窒素の
利用へ
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鉄系超電導の特徴
●磁場に対して強い
●線材がつくりやすい

課題： Tcが高く、線材化しやすい新物質

小型の超強力磁石の実現へ
例.がん治療用の重粒子線ビーム照射が

町の病院に
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